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AJCCMEC: Annual Journal of the California Conference of the Methodist Episcopal 
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ARMEC: Annual Report of the Board of Foreign Missions of the Methodist Episcopal 
Church 
ARMECS: Annual Report of the Board of Foreign Missions of the Methodist Episcopal 
Church, South 
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QRHarris 1908: Four Years in Japan and Korea – The Quadrennial Report of the 
Missionary Bishop for Japan and Korea to the General Conference of 1908 
QRHarris1916 : Quadrennial Report of Bishop M. C. Harris of the Methodist Episcopal 
Church for Korea and Japan 1912-1916 
YBJMMECS: Year Book of the Japan Mission and Minutes of the Annual Meeting of 
Missionaries of the Methodist Episcopal Church, South 
BMCHarris: Life of Bishop Merriman Colbert Harris: Japan’s Most Beloved Caucasian 
American 
WRL: Walter Russell Lambuth – Prophet and Pioneer 
『キリストに従う道』：ウォルター・R・ランバス、山内一郎 訳、『ヴァンダビルト大学コー
ル・レクチャーキリストに従う道-ミッションの動態』 
『ウォルター・ラッセル・ランバス』: ウィリアム・W・ピンソン, 半田一吉 訳, 『ウォル
































































































	 その代表的な人物として、M・C・ハリス(Merriman Colbert Harris, 1846-1921)とW・




















M・C・ハリス(Merriman C. Harris)について 
                                                   
5 日本の場合、1907年に日本のメソヂスト監督教会、日本の南メソヂスト監督教会、日本のカナダメソヂ





録』、1907、24頁参照；Annual Report of the Board of Foreign Missions of the Methodist Episcop
al Church(以下ARMEC), 1908, p.23; Annual Report of the Board of Foreign Missions of the Met






















                                                   
6 ハリスに関する先行研究史は、筆者が2008学年度、修士学位論文として提出した「ハリス監督の生涯と




(Library at Drew University)及びカリフォルニアバークレー(Berkeley California)の連合神学大学院図
書館(Library at Graduate Theological Union)のスズキ文庫(Inventory of the Lester E. Suzuki Coll
ection)などで確認できる。L. E. Suzuki, Life of Bishop Merriman Colbert Harris: Japan’s Most Be
loved Caucasian American(以下BMCHarris), (n.p., n.d.)；インターネットウェブサイトhttp://www.oa
c.cdlib.org/findaid/ark:/13030/c8tm78gd/entire_text/参照。 
8 Ibid, p.5. 
9 Ibid, pp.15-29. 

































                                                   
13 ハリスが日本と朝鮮の宣教監督として選出され、活動した1905年以降の記述は相対的に朝鮮側の内容が
貧弱に記されている。BMCHarris, pp.109-129. 
14 ハリスは彼が1907年に出版したChristianity in Japanに来朝メソヂスト監督教会である。H・G・アッ
ペンツェラー(H. G. Appenzeller)の名前をN・P・アッペンツェラー(N. P. Appenzeller)と間違って記述
したが、スズキはその内容を確認せずにそのまま引用した。M. C. Harris, Christianity in Japan, Cinc
innati: Jennings and Graham, 1907, p.54; Lester E. Suzuki, Ibid, p.54. 


















(Missionary Japan)、「サンフランシスコでの日本宣教の総理」(supt. Japanese Miss., San 
Francisco) 、「ハワイを含む太平洋沿岸での日本人宣教の総理」 (supt. Pacific Coast Japan 












20 米国側の資料については、Carl. F. Price ed., Who’s Who in American Methodism, NewYork, E.
B. Treat & Co., 1916, p.89; Ernest Ashton Smith, Allegheny-A Century of Education, Meadville,
 The Allegheny College History Company, 1916, pp.470-471; Frederick DeLand Leete, Methodist 
Bishops, Nashville, The Methodist Publishing House, 1948, p.84; John M. Versteeg, Methodism: 
Ohio Area (1812-1962), Ohio: Ohio Area Sesquicentennial Committee, 1962, p.201; ‘Harris, Merr
iman Colbert’, Encyclopedia of World Methodism Vol.1, Nashville: The United Methodist Publish
ing House,1974, p.1081; Frederick A. Norwood, The Story of American Methodism, Nashville, A
bingdon Press, 1974, p.333; ‘Harris, Merriman Colbert (1846-1921)’, Dictionary of Christianity i
n America, Illinois: InterVarsity Press, 1990, p.510；『ハリス』、9頁参照。 
21 Ernest Ashton Smith, Allegheny-A Century of Education, pp.307, 470-471. 
22 John M. Versteeg, Methodism: Ohio Area (1812-1962), p.201; Frederick DeLand Leete, Metho
dist Bishops, p.84. 
23 日本側の資料は青山学院 編、『青山学院九十年史』、青山学院、1966、30頁参照；日本キリスト教歴史


















                                                   
24 「ハリス、Harris, Merriman Colbert」、『日本キリスト教歴史大事典』、1141頁参照。 























































                                                   





た。‘Pinson, William Washington’, Encyclopedia of World Methodism Vol.2, p.1917. 
29 W. W. Pinson, Walter Russell Lambuth – Prophet and Pioneer(以下WRL), Nashville: Cokesbur
y Press, 1925.この著書は日本語に翻訳され、出版された。ウィリアム・W・ピンソン、半田一吉 訳、『ウ




30 実際にランバスは横浜総合病院(Yokohama General Hospital)で亡くなる直前、最後までも宣教局主事
である。ピンソンに手紙を送り、戦況報告するほどランバスとピンソン両者の関わりは非常に親密であっ










	 その他、戦前のランバスに関する資料の中に、1921年に出版されたローリングス(E. H. 
Rawlings) が編集・著述したWalter Russell Lambuth33と1922年に南メソヂスト監督教会











                                                   
Lambuth, Nashville: Board of Missions of the Methodist Episcopal Church, South, 1921, pp.15-18. 
31 当時、メソヂスト監督教会宣教局の主事として務めていたノース(Frank M. North)はこの本の冒頭(In
troduction)に「このランバス監督の伝記では、彼を知り、愛し、その思い出を大切にし、彼と相似た精神
を持つ人物が、「王が来たり給うのに備え、道を開かんがために命を捧げた先駆者にして殉教者」の物語を
語っている」と表現している。Frank Mason North, ‘Introduction’, WRL, p.14；『ウォルター・ラッセ
ル・ランバス』、19頁。 
32 Ibid, p.7. 
33 E. H. Rawlings, Walter Russell Lambuth, Nashville: Board of Missions of the Methodist Epis
copal Church, South, 1921. 
34 Mary De Bardeleben ed., Lambuth – Bennett Book of Remembrance, Nashville: Publishing H




















                                                   
40 ちなみに関西学院学院史編纂室が編集・発行している「関西学院史紀要」に寄稿されたランバス関連論
文は以下のようである。山内一郎、「Walter Russell Lambuth 関係資料探索ノート(1)」、『関西学院史紀要』、
(関西学院学院史編纂室)、第 1 号、1991、102-134 頁参照；小林信雄、「解説-ランバス父子の中国伝道辞任
の理由について」、同書、第 1 号、1991、279(11)-274(16)頁参照；藤田太寅、「ランバスの頃のキリスト教
伝道」、同書、第 6 号、2000、116-143 頁参照；神田健次、「ウォルター・R・ランバスの瀬戸内伝道圏構
想」、同書、第 11 号、2005、181-204 頁参照；山内一郎、「ウォルター・R・ランバスの人と思想」、同書、
第 11 号、2005、144-153 頁参照；半田一吉訳, ピンソン著、「ランバス伝」から見たウォルター・R・ラン
バス像」、同書、第 11 号、2005、155-179 頁参照；池田裕子、「南メソヂスト監督教会日本伝道の初穂、鈴
木愿太の生涯-宣教師ランバス-家との関わりを中心に」、同書、第 12 号、2006、29-85 頁参照；多田義治、
「ランバス博士のブラジルでの足跡」、同書、第 12 号、2006、209-219 頁参照；神田健次、「中国における
W・R・ランバス宣教師の足跡を求めて」、同書、第 13 号、2007、45-58 頁参照；今田寛、「広島、広島女
学院とランバス宣教師父子」、同書、第 14 号、2008、7-33 頁参照；木下隆男、「ウォルター・R・ランバス
と韓国-1907 年を中心に」、同書、第 14 号、2008、37-56 頁参照；洪伊杓、「W・R・ランバス宣教師と朝
鮮半島-永遠なる東アジアの友」、同書、第 17 号、2011、91-132 頁参照；神田健次、「草創期のエキュメニ
カル運動と W・R・ランバス」、同書、第 18 号、2012、43-74 頁参照；西垣二一、「日本におけるランバス・




師の足跡を訪ねて : ブラジル・アメリカ・中国への旅から」、同書、第 21 号、2015、113-131 頁参照；堀





























                                                   
42 洪伊杓、「동아시아의 영원한 벗, 램버스(1)」(永遠なる東アジアの友-ランバス(1))、『基督敎世界』、第9
51号、2010年2月号、48-52頁参照；洪伊杓、「한국 남감리교 선교의 숨은 개척자, 램버스(2)」(韓国の南
メソヂスト監督教会に於ける隠れ開拓者、ランバス(2))、同書、第952号、2010年3月号、46-49頁参照；洪
伊杓、「저는 계속 지켜볼 것입니다!, 램버스(3)」(私はずっと見つめる！、ランバス(3))、同書、第953号、






43 洪伊杓、「동아시아의 영원한 벗, 램버스(1)」(永遠なる東アジアの友-ランバス(1))、同書、48頁参照。 
44 例えば、洪伊杓はランバスが1891年10月、米国テネシー州ナッシュビル(Nashville, Tennessee)で開催
された「米国神学校連盟年次大会」でアンダーウッド(H. G. Underwood)と共に朝鮮宣教に対して講演した
と記している。(前掲書、洪伊杓、「한국 남감리교 선교의 숨은 개척자, 램버스(2)」(韓国の南メソヂスト
監督教会に於ける隠れ開拓者、ランバス(2))、48頁参照；前掲書、洪伊杓、「W・R・ランバス宣教師と朝鮮
半島-永遠なる東アジアの友」、103頁参照。)しかし、これは事実ではない。その日、この大会に参加した尹
致昊は彼の日記に以下のように記した。‘Rev. Hugh Price Hughes addressed the students in the chapel 
at 9 a.m. In the afternoon session Dr. Lambuth spoke on Japan and its missionary works with his usual 
earnestness and clearness. Rev. Underwood, Corea, followed Dr. Lambuth. Then a short talk by Rev. H. 




り、梁柱三総理師が理事長となる結果まで至った」と主張する。(洪伊杓、「한국 남감리교 선교의 숨은 
개척자, 램버스(2)」(韓国の南メソヂスト監督教会に於ける隠れ開拓者、ランバス(2))、同書、48-49頁；前
掲書、洪伊杓、「W・R・ランバス宣教師と朝鮮半島-永遠なる東アジアの友」、103-104頁。)もちろん、ラン
バスがニュートン(J. C. C. Newton)牧師に1905年11月3日に送った手紙にアンダーウッドを言及する内容
が現れること、そして朝鮮での待ち合わせのため、対話を交わした事実がランバスが書いた文に記録され
たことなどを考慮すると、ランバスとアンダーウッド両者の間に全然交流がなかったことではないと推測
できる。(Walter R. Lambuth’s letters to J. C. C. Newton, November, 3th, 1905, ウォルター・ラッセル・
























































































































学科と韓国人留学生」、李德周、「初期 日本神学校 韓国人 留学生에 관한 研究 – 日本 関西学院大学 神
学部와 同志社大学 神学部를 中心으로」(初期日本の神学校の韓国人留学生に関する研究-関西学院大学神
学部と同志社大学神学部を中心として)、『初期 韓国 監理教会 神学形成에 끼친 日本神学의 影響 – 関西
学院大学과 同志社大学 神学部 留学生을 中心으로』(初期における韓国のメソヂスト教会の神学形成に与
えた日本神学の影響-関西学院大学と同志社大学の神学部留学生を中心として)、「監理教神学大学校 開校 





















第1章：M・C・ハリス(Merriman Colbert Harris)の生涯と宣教活動 
第2章：M・C・ハリスの日韓両国についての理解とその特色 












































































































                                                   
64 ハリスの出身地を巡って、アルゲニー大学の歴史を整理したE・A・スミス(Ernest Ashton Smith)は彼
の著書であるAllegheny – A Century of Educationでは、オハイオ州ベルモントカウンティ(Belmont 
County)に位置するセイント・クレーアビル(St. Clairsville)だと言及している(Ernest Ashton Smith, 
Allegheny – A Century of Education, p.470。)しかし、ハリスの出身地が言及されている他のほとんどの
資料には、オハイオ州・モンローカントリー・サンズベリータウンシップだと記録されている。したがっ
て、本研究では資料批評の立場から、凡その資料が扱っている後者の立場に従う。‘Merriman Colbert 
Harris’, Gospel In All Lands(以下GAL), May, 1886, p.224; Carl F. Price ed., Who’s Who in American 
Methodism, p.89; B. W. Billings, ‘Bishop Merriman Colbert Harris – An Appreciation’, The Korea 
Mission Field(以下KMF), June, 1921, p.115; Mattie Wilcox Noble, ‘Bishop Merriman C. Harris’, Annual 
Meeting of the Federal Council of Protestant Evangelical Missions in Korea(以下 AMFCPEMK), 1921, 
p.48; Frederick DeLand Leete, Methodist Bishop, p.84; John M. Versteeg, Methodism: Ohio Area(1812-
1962), p.201; ‘Harris, Merriman Colbert’, Encyclopedia of World Methodism Vol.1, p.1081; BMCHarris, 
p.9；『ハリス』、17頁参照。 






<表 - ハリスの家系図>67 
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66 Lester E. Suzuki, Ibid, pp.11-12. 
67 『ハリス』、19 頁。 
68 History of Monroe County, Ohio, Chicago and Toledo: H. H. Hardesty & Co., 1882, p.217. 
























婚前、彼女の名前はキャサリン・エリザベス・クルーパ (Catherine Elizabeth Crupper)で、
バージニア州で奴隷を所有するほど豊かなクルーパ家の娘であった74。それ故、ハリスの幼
年期は経済的に豊かな生活を維持していたと見られる。しかし、それもつかの間、ハリスが
                                                   
70 Ibid, p.217. 
71 BMCHarris, p.11. 
72 エム、シー、ハリス、「聖職四十年(紀念說敎)」、『護敎』、1908年4月25日、2頁。 
73 倉部義郎、『日本基督教団函館教会100年史』、日本基督教団ハリス監督記念函館教会、1976、2頁参照。
ところが、Fifty years of Methodism – A History of the Methodist Episcopal Church within the bounds 
of the California Annual Conference from 1847 to 1897を著述したアンソニーは本来彼の父親がバプテス
ト教会の信徒であったが、近くにバプテスト教会がなかったために必然的にメソヂスト監督教会の信徒に
なったと言及していた。しかし、元々この地域において、最初にバプテスト教会が立てられた事実を考慮
すれば、アンソニーの主張は間違いであると言える。Charles Volney Anthony, Fifty years of Methodism 
– A History of the Methodist Episcopal Church within the bounds of the California Annual Conference 
from 1847 to 1897, San Francisco: Methodist Book Concern, 1901, p.407. 






























                                                   
75 Ibid, p.14. 






































82 BMCHarris, p.6. 


























北戦争(American Civil War, 1861-1865)という形で勃発したのである86。 
                                                   
スの入会は13歳の時であると記録されている。原文の内容は次のようである。「united with the Methodist 




あったとする方がより正しい見解であるとみなす。‘Merriman Colbert Harris’, GAL, May, 1886, p.224; 
メリマン・コルバート・ハリス、「聖職四十年(紀念說敎)」、『護敎』、1908年4月25日、2頁参照; B. W. Billings, 











































90 ‘Merriman Colbert Harris’, GAL, May, 1886, p.224; B. W. Billings, ‘Bishop Merriman Colbert Harris 
- An Appreciation’, KMF, June, 1921, p.115.『ハリス』、23頁。 
91 BMCHarris, p.16. 
































                                                   
93 Ibid, p.28. 
94 Ibid, p.29. 
95 エム、シー、ハリス, ‘聖職四十年(紀念說敎)’, 前掲書、2頁。 
96 同書、2頁。 
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98 後日、在朝宣教師であったノーブル(Mattie Wilcox Noble)はハリスの追悼文(Memorial Minute)で、彼
がこの団体の会員だったと明らかにした。Mattie Wilcox Noble, ‘Bishop Merriman C. Harris’, 














に関係ない。インターネットウェブサイト  http://www.ohiohistorycentral.org/entry.php?rec=2559; 
http://www.ohiohistorycentral.org/w/The_One_Study_University参照。 
102 ハリスの入学時期がいつなのか詳しく記録している資料はない。入学したこともプライスの著書である
Who’s Who in American MethodismとスズキのLife of Bishop Merriman Colbert Harris: Japan’s Most 
Beloved Caucasian Americanのみに残っている。(Carl. F. Price ed., Who’s Who in American Methodism, 
p.89; BMCHarris, pp.31-33.)但し、この学校が1867年にニューマーケット(New Market College)という地
域に移転し、その年に大学として名称が変更されたことを考慮してみると、ハリスの入学は1866年頃だと
推定される。そして、その後2年間、初等教育機関の教師として勤めたことを考慮すると、彼の在学期間は
1年だったと考えられる。Ernest Ashton Smith, Allegheny-A Century of Education, p.470；倉部義郎 編、
前掲書、2頁参照；『ハリス』、24頁参照。 
103 BMCHarris, p.32. 


























に、彼が在学していた当時の学長はルーミス牧師(Rev. G. Loomis, D.D)で、メソヂスト監督
                                                   
105 スミスはハリスが教師として勤めた期間を2年だと言及している。そうならば、ルーラル学校での１年
間の学業を終え、翌年の1867年からアルゲニー大学に入学する1869年前まで教師として教えたと推定する
ことができる。Ernest Ashton Smith, Allegheny-A Century of Education, p.470；『ハリス』、25頁参照。 




Harris’, GAL, May, 1886, p.224; Ernest Ashton Smith, Ibid, p.470；『ハリス』、25頁参照。 
107 BMCHarris, p.33. 
108 エム、シー、ハリス、「聖職四十年(紀念說敎)」、前掲書、2頁。 
109 Ernest Ashton Smith, Allegheny-A Century of Education, p.470. 
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教会の中で、幅広い人脈をもっていた人物であった110。さらに、同年にメソヂスト監督教会







れ以降、キングスリー(C. Kingsley)監督、ソバーン(J. M. Thoburn)監督のような指導者レ
ベルの宣教師たちが輩出され、他にもロング(A. L. Long)、ウォー(J. W. Waugh)、メスモア


















                                                   
110 Ibid, p.156. 
111 『ハリス』、27頁参照。 
112 Ernest Ashton Smith, Allegheny-A Century of Education, p.472. 
113 Ibid, pp.466-476. 
114 BMCHarris, pp.5-6. 



























                                                   
116 「ハリス監督夫人」、『護敎』、1905年10月7日、7頁。 
117 同書, 7頁。 
118 フローラ ベスト ハリス、新谷武四郎 訳、『ハリス夫人詩集』(POEMS by Flora Best Harris)、三塚印
刷、1971、「ハリス夫人略伝」、「ハリス監督夫人」参照。 
119 ‘Merriman Colbert Harris’, GAL, May, 1886, p.224; 「ハリス監督夫人」、前掲書、1905年10月7日、8
頁参照；F. Herron Smith, ‘Bishop Harris’, KMF, June, 1921, p.153; B. W. Billings, ‘Bishop Merriman 
Colbert Harris – An Appreciation’, KMF, June, 1921, p.115; Mattie Wilcox Noble, ‘Bishop Merriman C. 
Harris’, AMFCPEMK, 1921, p.48；；『ハリス』、30頁参照。 
120 山鹿旗之進 編、『はりす夫人』、教文館、1911、25頁参照。 












り先にマクレイ(R. S. Maclay)やデヴィジョン(J. C. Davision)やソパー(J. Soper)やコーレ
ル(I. H. Corell)などのメソヂスト監督教会の同僚宣教師たちが入国し、日本の開拓宣教のた
め準備していた。彼らはハリスが来日する前の1873年8月8日、メソヂスト監督教会のハリ
ス監督(Bishop W. L. Harris)がアジア地域の宣教視察でしばらく来日したきっかけを通じ












                                                   
122 BMCHarris, p.36. 
123 倉部義郎 編、前掲書、2頁参照。 
124 GAL, March, 1896, p.152; 「ハリス監督夫人」、前掲書、1905年10月7日、8頁参照。 
125 M. C. Harris, Christianity in Japan, p.45. 
126 BMCHarris, p.38. 


































                                                   
129 都伊明、「해리스감독에대하야」(ハリス監督に対して)、『神學世界』6卷5號、1921、91頁。 
130 BMCHarris, p.40. 
131 山鹿旗之進 編、前掲書、47頁参照。 
132 倉部義郎 編、前掲書、7頁参照。 
133 この人々の名前は蛯子リツと北原やす、そして菊地卓平であった。倉部義郎 編、前掲書、7-8頁参照。 





























                                                   
135 坂田諸遠 編、『航韓必携』、6卷、外務省、1876参照。 
136 BMCHarris, p.42. 
137 Stephen Neill, A History of Christian Missions, London: Penguin Books, 1990, p.278. 
138 BMCHarris, p.47. 


































                                                   
三郎・高木玉太郎・足立元太郎・広井勇など7名であった。同書、49頁参照。 

































                                                   
146 B. W. Billings, ‘Bishop Merriman Colbert Harris – An Appreciation’, KMF, June, 1921, p.115. 
147 M. C. Harris, Christianity in Japan, pp.45-46. 
148 Ibid, p.46. 
149 ‘M. C. Harris’ s letter to Sunday School Friends in America’, July, 11th, 1882, GAL, November, 2nd, 
1882, p.215. 
150 「敎師傳道師派遺所」、『日本美以美敎會第一年會議記録』、1884、42-43頁；‘Reports of the Presiding 





























                                                   
151 クリストリープ(Theodor Christlieb)、ハリス(Merriman C. Harris) 訳、『耶蘇敎奇跡論』、十字屋、1882
参照。. 
152 MJCMEC, 1884, p.18; Ibid, 1885, p.17. 
153 Ibid, 1885, p.20. 
154 Ibid, 1884, p.23. 
155 ‘Notes and Comments’, GAL, July, 1886, p.327. 
156 Charles Volney Anthony, Fifty years of Methodism – A History of the Methodist Episcopal Church 
within the bounds of the California Annual Conference from 1847 to 1897, San Francisco: Methodist 












与された158。カリフォルニア地域における日本人宣教会の総理(Superintendent of the 














                                                   
157 MJCMEC, 1886, p.24. 
158 ‘Notes and Comments’, GAL, March, 1886, p.139; ‘Mission to the Japanese in San Francisco’, GAL, 
July, 1886, p.328; ‘Notes and Comments’, GAL, August, 1886, p.376. 
159 F. Herron Smith, ‘Bishop Harris’, KMF, June, 1921, p.153; B. W. Billings, ‘Bishop Merriman Colbert 
Harris – An Appreciation’, KMF, June, 1921, p.115. 
160 白石清、『北米宣教八十五周年記念誌 - The Eighty-Fifth Anniversary of Protestant Work Among 
Japanese in North America』、Los Angeles：南加基督教会連盟出版部、1964、7、17頁参照。 
161 M. C. Harris, ‘The Japanese in California’, GAL, August, 1886, p.379. 
162 彼(ハリス)は最近にカリフォルニアの日本人宣教にて、総理として任命され、その年の夏に米国に戻る
予定である。日本で彼の献身によって行われた成功的な事業は米国でも日本人のために彼の宣教事業とし
て続くのは間違いないことだと見られる。‘Merriman Colbert Harris’, GAL, May, 1886, p.224. 










一はメソヂスト監督教会カリフォルニア年会(the California Annual Conference of the 
















                                                   
164 これに関するハリスの言及は次のようである。I left Japan with many regrets. The work there is 
charming; it is thrillingly interesting; and moves along with ever accumulating power and promise of 
speedy triumph. Called here by the voice of duty, I could only obey; but thankful that though here in 
my native land, I may continue to labor among the Japanese, to whom I solemnly dedicated my life 
thirteen years ago. M. C. Harris, ‘The Japanese in California’, GAL, August, 1886, p.379. 
165 M. C. Harris, ‘Japanese Methodist Missions on the Pacific Coast’, GAL, June, 1897, p.258. 
166 BMCHarris, pp.58-59. 
167 Annual Journal of the California Conference of the Methodist Episcopal Church(以下AJCCMEC), 
1886; Ibid, p.64；『ハリス』、63頁。 
































                                                   
169 Ibid, pp.81-86. 
170 Ibid, p.88. 
171 エム、シー、ハリス、「ハリス博士の書簡」、『護敎』、1900年2月3日参照。 
172 BMCHarris, p.90. 







of Rising Sun, fifth class)という勲章を授与したのである176。同時に、彼が卒業したアルゲ
ニー大学もハリスの宣教活動とその結果を高く評価し、彼が米国に戻った翌年の1887年、
























176 Mattie Wilcox Noble, ‘Bishop Merriman C. Harris’, AMFCPEM, 1921, p.48; BMCHarris, p.2. 
177 Journal of the Twenty-Fourth Delegated General Conference of the Methodist Episcopal Church(以





(provision)が無くなった。“Missionary Bishops”, Encyclopedia of World Methodism Vol.2, 1974, pp.1632-
1633；『ハリス』、6頁参照。 


































183 JGCMEC, 1904, p.200. 
184 Ibid, p.353. 
185 Ibid, p.624. 
186 山田寅之助、「監督ハリス」、『護敎』、1905年1月28日参照。 
187 M. C. Harris, Four Years in Japan and Korea – The Quadrennial Report of the Missionary Bishop 





























                                                   
Foreign Missions of the Methodist Episcopal Church, 1908, p.3. 
188 「韓国釜山だより」、『護敎』、1904年10月15日；小川圭治・池明観 編、『日韓キリスト教関係史資料』、
新教出版社、1984、83頁；『ハリス』、77頁。 














中心とする日本年会(the Japan Annual Conferecne)と九州地方を中心とする南部年会(the 













                                                   
191 エム、シー、ハリス、「我が敎會の諸兄姉に申上候」、同書、1905年1月14日。 
192 彼が赴任した1905年、年会録の各連回会長老司たちの報告によると、ハリスが赴任したその年に各地
域を見回し、宣教状況を把握した事実が記されている。M. Yamaka, ‘Aomori District’, MJCMEC, 1905, 
p.39；山鹿元次郞、「青森連回報告」、『美以敎會第卄二回日本年會記録』、1905、45頁参照；Charles S. 
Davison, ‘Sendai District’, MJCMEC, 1905, p.52; シー、エス、デビソン、「仙臺連回報告」、同書、1905、
57頁参照；K. Ishizaka, ‘Tokyo and Shinano Districts’, Ibid, 1905, p.55; 石坂龜治、「東京信濃連回報告」、
同書、1905、59頁参照；Julius Soper, ‘Tokyo-Yokohama District’, Ibid, 1905, p.58；ジユリアス、ソーバ
ル、「東京横浜連回報告」、同書、1905、62頁参照。 
193 C. W. Huett, ‘Hokkaido District’, Ibid, 1905, p.43；シ、ダブルユ、ヒユーツト、「北海道連回報告」、
『美以敎會第卄二回日本年會記録』、1905、49頁参照；Charles S. Davison, ‘Sendai District’, Ibid, 1905, 
pp.51-52；シー、エス、デビソン、「仙臺連回報告」、同書、1905、57頁参照。 
194 Ibid, 1905, p.1, 6；同書、1905、1、7頁参照。 
195 1907年、日本メソヂスト教会の合同と成立をめぐるハリスの評価と展望は彼が1908年メソヂスト監督





























                                                   
Doctrines and Discipline of the Methodist Church of Japan 1907 with Appendixにはその全文が英文そ
のまま掲載された。『日本メソヂスト敎會第壹總會議事録』、1907、48、106-110頁。W. R. Lambuth ed., 
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教的条件」(Intellectual, moral, and religious condition of India)という主題で開催された
ある講演に参加し、「日本の仏教はインド本来の仏教よりもキリスト教により近い」
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いる。これは神学校現場で理論的に学ぶ宣教学的知識よりもさらに現実的であり、実践的な
教育になったと言うことができる。 
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440 W. E. Towson, The Missionary History of the Lambuth Family, MV, April, 1917, p.110. 
441 WRL, p.32. 




























近くに位置するエモリー＆ヘンリー大学(Emory and Henry College)に入学した447。入学し
てから間もなくYMCAを組織し初代会長として尽力するなど、誰よりも積極的な校内活動
                                                   
443 Ibid, p.37. 
444 Ibid, p.37;『ウォルター・ラッセル・ランバス』、49頁。 
445 Ibid, p.40;『ウォルター・ラッセル・ランバス』、52頁。 
446 Ibid, p.40. 
447 Ibid, p.41.ちなみにピンソンの著書を日本語に翻訳し、出版した日本語版『ウォルター・ラッセル・ラ






























                                                   
448 WRL, p.41. 
449 Ibid, p.43. 
450 Ibid, p.43；『ウォルター・ラッセル・ランバス』、54-55頁。 
451 Ibid, p.43. 




(文学修士、M. A.)を卒業したのは間違いの可能性が高い。それ故、the Missionary Voiceの1921年11月号
に記載されているランバスの学歴の中でカンバーランド大学(university)はカンバーランドにある高等学
校(school)課程に、そしてエモリー＆ヘンリー大学は大学院修士課程ではなく、学部課程に入学したことと



























                                                   
453 ピンソンの著書には、ランバスがエモリー＆ヘンリーを入学した年(1871年)に説教することができる資
格を取得したと言っているが、これはthe Missionary Voiceの1921年11月号の記録によって、ヴァンダー
ビルト大学(Vanderbilt University)に入学した年(1875年)として訂正すべきである。WRL, p.47; ‘Entered 
into Rest’, MV, November, 1921, p.324. 
454 WRL, p.47. 
455 Ibid, p.47. 
456 Ibid, p.48. 
457 ‘Memoir – Rev. James William Lambuth, D. D.’, MJMACMECS, 1892, p.15; W. E. Towson, The 
Missionary History of the Lambuth Family, MV, April, 1917, p.111. 
458 James Cannon Ⅲ, History of Southern Methodist Missions, pp.98-99. 
459 WRL, p.48. 
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460 Ibid, p.51. 






























設したと記している。(during his first year opened an opium refuge in Shanghai)しかし、53頁では、ラ
ンバスが1880年5月に上海で阿片中毒治療所を開所した(It was in May, 1880, that he opened an opium 
refuge in the city of Shanghai)と説明しているので、記録が相互に矛盾している。Ibid, p.51, 53. 
463 Ibid, p.54. 
464 Ibid, p.52. 
465 Ibid, pp.52-53. 
466 Ibid, pp.52-54. 
467 W. R. Lambuth, Medical Missions: the Twofold Task, New York: Student Volunteer Movement for 



























                                                   
468 WRL, p.55. 
469 Ibid, p.57. 
470 W. R. Lambuth, Medical Missions: the Twofold Task, p.91. 
471 WRL, p.56. 
472 Ibid, p.56. 




域自体が与える意味が重要であったことを推測できる。John Lowe, Medical Missions – Their Place and 
Power, Edinburgh: Oliphant, 1895. 









Meeting of the China Mission)で、ランバス父子は当時の中国宣教総理(superintendent)の


















ンバスは1891年開かれた第2回エキュメニカル・メソヂスト会議 (the Ecumenical 
Methodist Conference)で次のような主張をした。「医療と教育事業が[それ自体が]直接的
な福音事業という事実を超越して魂のために猪突的な(hand-to-hand)福音事業を[より]強
                                                   
476 ‘A Silver Anniversary’, MV, January, 1912, p.8. 一方、キャノンⅢは蘇州病院の設立者をランバスだ
と記し、評価している。James Cannon Ⅲ, History of Southern Methodist Missions, p.118. 
477 ‘Notes and Comments’, GAL, January, 1886, p.42. 
478 ARMECS, 1886, pp.7-8. 
479 Melville O. Williams, Jr., ‘From Mission to Annual Conference: The Work of the Methodist Episcopal 



















備していた。 それはメソヂスト監督教会(Methodist Episcopal Church)との協力宣教であ
った。これと関連してメソヂスト監督教会宣教機関誌であるGospel in All Landsは1886年
1月号に次の通り言及している 
 






                                                   
480 ‘Methodist Episcopal, South’, GAL, April, 1886, p.188. 
481 ‘Soochow and Corean Hospital Reports’, the Chinese Recorder(以下CR), September, 1886, p.361. 
482 原本は以下のようである。Rev. W. R. Lambuth, M. D., son of Rev. J. W. Lambuth, D. D., of the 
Shanghai Mission of the Methodist Episcopal Church, South, has been obliged to move his family to 
North China, on account of the health of his wife. It is expected that he will join our mission and be … 




























                                                   
483 Missions in China, GAL, February, 1886, pp.80-81. 
484 メソヂスト監督教会の宣教機関誌であるGospel in All Landsの1886年1月号にメソヂスト監督教会と
ランバスとの協力宣教に関する記事が載った以降、他の関連記事は表れていない。そして当時メソヂスト
監督教会は北京より南京のPhilander Smith Hospital at Nankingという医療機関に注目し、力を注いでい
た。‘Philander Smith Hospital at Nanking’ June, 1886, GAL, pp.270-272. 
485 ‘Evangelization in Japan’, May, 1886, GAL, p.207. 
486 James Cannon Ⅲ, History of Southern Methodist Missions, p.107. 
487 1926年、南メソヂスト監督教会の宣教歴史(History of Southern Methodist Missions)を編纂したキャ
ノンⅢ(James Cannon Ⅲ)はランバスの中国宣教に関して「中国での医療宣教はランバス博士によって行



















は、裁判官ロングストリート(A. B. Longstreet)であった。その若者は、自ら「日が昇る王国」(Sunrise 
Kingdom)に使えるために宣教局に派遣を受けることを提案した。これは若者の洞察力によるものか、それ











                                                   
488 一方、1923年に著述された『合同メソヂスト教会小誌』では南メソヂスト監督教会に於いて日本宣教の
ための計画及び決議が1859年にあったと記されている。タザリユ・イー・タウソン, 「南メソヂスト監督
敎會の事業」, 山鹿旗之進 編著、前掲書、n. p.、1923、22頁参照。 
489 キャノンⅢ(James Cannon Ⅲ)の著書であるHistory of Southern Methodist MissionsにはW. J. 
Sullivanだと誤記されている。他の資料ではW. J. T. Sullivanと表記されているからである。James Cannon 
Ⅲ, History of Southern Methodist Missions, p.131; ‘They Also Serve’, MV, October, 1910, p.5; 中村金
次, 『南美宣敎五十年史』、神戸：南美宣敎五十年記念運動事務所、1936、1頁参照。 
490 中村金次、同書、1頁。 






	 1885年5月6日、南メソヂスト監督教会宣教局の第39回年次総会の(the39th Annual 
Meeting of the Board of Missions)492最初の日、キーナー(J. C. Keener)監督によって一つ
の案件が提案され、決議された。当時の議事録に記録された内容は次のとおりである。「日
本での宣教を開始し、これに関連して総額3,000ドルの予算支出を承認し、決議する」
(Resolved、that we establish a Mission in Japan、and that we appropriate therefor the 














                                                   
492 神戸栄光教会は南メソヂスト監督教会における日本宣教の開始に関する年表をまとめながら、「米国南
メソヂスト監督教会第39回年次会議(キーナー監督)日本宣教提議承認」著述しておいた。すなわち、日本宣




異なる会議であり、それによって、会議の性質も全く異なるものとなる。‘The Japan Mission of the M. E. 
Church, South, U. S. A.’, MAMJMMECS, 1889, p.23. 
493 Ibid, p.23. 
494 ‘Memoir – Rev. James William Lambuth, D. D.’, MJMACMECS, 1892, p.15; ‘Memoir’, ARMECS, 
1893, p.38. 
495 中村金次、前掲書、3頁参照。 




たのである。その後もJ・W・ランバスはGospel in All Landsなど、当時発行されていた本
国の宣教雑誌に日本に関連する記事を寄稿し、南メソヂスト監督教会において、日本宣教を
開始するように、米国教会の注目を喚起しようとした498。 










                                                   




方である」(The native churches in Japan are zealous in the evangelization of their people. They 
contribute for this and the support of their churches quite as liberally as Christians of Europe and 
America. The difficulties in the way of evangelization in Japan are less than in many other countries)
と言及しながら、日本宣教の可能性と期待に関して非常に強くアピールしていることが分かる。J. W. 
Lambuth, ‘Evangelization in Japan’, GAL, May, 1886, pp.207-208. 
499 W. R. Lambuth, ‘Pioneering the Gospel’, MV, September, 1920, p.277. 
500 当時、上海を中心に活動していた南メソヂスト監督教会中国宣教部宛に送った手紙だと推測される。
‘The Japan Mission of the M. E. Church, South, U. S. A.’, MAMJMMECS, 1889, p.23. 
501 Ibid, p.23. 
502 当時、H・N・マックタイヤ監督の書簡によって、日本の開拓宣教師として任命された宣教師たちの名
簿と来日日付は次のようである。‘Date of Arrival’, MAMJMMECS, 1889, p.23. 
名	 前 入国日付 所属年会 その他(家族など) 
J. W. Lambuth July 25th, 1886 Miss. Con. Mrs. Lambuth and daughter 
O. A. Dukes July 25th, 1886 Texas Con. Mrs. Dukes 
(入国日付 October, 1886) 
















	 その間に南メソヂスト監督教会のウィルソン(A. W. Wilson)監督が、デニー(Collins 
Denny)牧師と一緒に日本を訪問し、1886年9月17日506 、J・W・ランバス、デュークスと
一緒に日本宣教の開始のための集まり(inauguration meeting of the Japan Mission)を持つ
ようになった507。残念ながら、日本宣教が公式的に開始される歴史的瞬間をランバスは共
にすることができなかったのである。しかし、1年後の1887年9月24日土曜日の午前9時に開
催された第1回南メソヂスト監督教会日本宣教部の年次総会(the First Annual Meeting of 






                                                   
6-7頁にも簡単にもまとめられている。 
504 ‘The Japan Mission of the M. E. Church, South, U. S. A.’, MAMJMMECS, 1889, p.23. 
505 ランバスは北京でメソヂスト監督教会の中華北部宣教部(China North Mission)との協力の下、医療宣
教を行った。W. R. Lambuth, Winning the World for Christ, New York: Fleming H. Revell Company, 











507  ‘The Japan Mission of the M. E. Church, South, U. S. A.’, MAMJMMECS, 1889, p.23; Gross 
Alexander, A History of the Methodist Church, South in the United States, New York: The Christian 
Literature CO., 1894, p.125. 
508	 午後8時に続開したイブニングセッション(Evening Session)からはモーズリー(Rev. Crowder B. 
Moseley)とゲインズ(Miss. N. B. Gaines)も参加した。MAMJMMECS, 1887, p.2. 
509 その他、デュークスは会計(Treasurer)、J・W・ランバスは書記(Secretary)としても任命された。後に、





Ibid, 1887, p.1; ‘Appointments of the Japan Mission of the Methodist Episcopal Church, South, for the 
























                                                   









514 ‘The Japan Mission of the M. E. Church, South, U. S. A.’, MAMJMMECS, 1889, p.23. 
515 ‘Statistics of the Past Year’s Work’, Ibid, 1887, p.3. 
516 ‘The Japan Mission of the M. E. Church, South, U. S. A.’, Ibid, 1889, pp.23-24. 
517 「Presiding Elder」という英語表現を当時のメソヂスト監督教会側は「長老司」、南メソヂスト監督教
会側は「主部長老」と表記して使用した。 
518 ‘Appointments of the Japan Mission of the Methodist Episcopal Church, South, for the Year, 1888-
1889’, MAMJMMECS, 1888, p.4. 


































                                                   































                                                   
522 W. R. Lambuth, ‘Reports of Missionaries, Hiroshma District’, MAMJMMECS, 1890, p.12. 
523 Ibid, p.13. 
524 ちなみに、彼の父親であるJ・W・ランバスももっと多くの人的資源が備えられるために、本国に持続
的に要請した。J・W・ランバスが「私たちには果たすべき重要な役割がある；もっと多くの人々が派遣さ
れるように、彼ら[米国教会]に言って欲しい」(We have a great work to do; Tell them to send more men)
と叫んだ彼の要請は彼の死後、1893年にランバスが日本宣教部の総理として米国に宣教報告する際に、引
用したものである。それほどランバス父子は日本での役割と宣教事業において、もっと多くの宣教師が派
遣されるように呼び掛けたのである。ARMECS, 1893, p.67. 
525 MAMJMMECS, 1890, p.11. 





＜表 - 初期の南メソヂスト監督教会の日本宣教においてのランバスの役割と管轄区域＞ 
 
期	 間 役割と管轄区域 参	 	 考 
1886-1887 日本宣教の総理、神戸巡回区の担当 日本宣教の開拓 
1887-1888  現在、残っている関連記録がない 
1888-1889 日本宣教の総理、広島部会の主部長老  












                                                   
の過程を案内した。ARMECS, 1891, p.52. 
527 MAMJMMECS, 1888, p.4, Ibid, 1889, p.8, Ibid, 1889, pp.23-24,  Ibid, 1890, p.11; Ibid, 1891, p.1, 




国のように医療機関を通す宣教に注意を注ぐ必要がなかった。James Cannon Ⅲ, History of Southern 
Methodist Missions, p.139.これに関して、南メソヂスト監督教会が宣教100周年を迎え、公に発行した
Missionary Centenary 1819-1919 World Surveyに以下のように記されている。「日本の医療事業(Japan 
Medical Work)。1.私たちの任務(The Task Before Us)-日本での医療事業は主に政府と個人的に日本の専
門家(private Japanese practitioners)によって行われる。2.私たちがすべきこと(What We Have)-我が宣教
部(mission)は日本で医療宣教の任務を担っていない。」Missionary Centenary 1819-1919 World Survey, 







529 MAMJMMECS, 1888, p.1. 














教会日本宣教部はランバスに負い目を負っている」(We are indebted to Dr. W. R. Lambuth, 












て本国に入ることになった総理ランバス、ハリン嬢(Miss Kate Harlan),ケインズ嬢(Miss N. B. Gaines),ス
トライド(Miss Strider)を除いて皆在席した536。 
 
                                                   
531 J. C. C. Newton, ‘Kwansei Gakuin: Where and What’, MV, February, 1915, pp.74-75; ‘A Thousand 
Students under Christian Instruction’, MV, February, 1917, p.48. 
532 MAMJMMECS, 1890, p.12. 
533 J. C. C. Newton, ‘Bishop Lambuth and Kwansei Gakuin’, MV, November, 1914, p.622; J. C. C. 
Newton, ‘Kwansei Gakuin: Where and What’, MV, February, 1915, p.75. 
534 ARMECS, 1891, p.43. 
535 MAMJMMECS, 1891, pp.1-2. 


































は監督が訪れなかったので、パーカー(A. P. Parker)が議長となり、南メソヂスト監督教会中華年会(China 
Annual Conference)を主宰した。马光霞、「监理会在华事业研究(1848-1939)」、济南：博士學位論文、山东
大学、2012、328頁。 
538 MAMJMMECS, 1891, pp.1-9. 
539 WRL, p.97. 





























                                                   
541 ピンソンによると、ランバスは約2、3週、それとも少なくとも1年以内に再び宣教地である日本へ戻る
計画でしばらく帰国したとその時の状況を解釈している。WRL, p.97. 
542 W. R. Lambuth, ARMECS, 1893, p.67. 
544 “Lambuth, Walter Russell”, Encyclopedia of World Methodism Vol.2, p.1376. 
545 James Cannon Ⅲ, History of Southern Methodist Missions, p.58. 
546 WRL, p.99. 
547 Ibid, p.100. 
548 Ibid, p.99. 
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ければならなかった。そして1894年、南メソヂスト監督教会総会(General Conference of 
























                                                   
549 Ibid, pp.99-100. ちなみに、Encyclopedia of World Methodismと『ウォルター・ラッセル・ランバス 
– Prophet and Pioneer』の後ろに添付されているランバスの年譜には彼が1894年の総会で主事として任命
されたと記されているが、これは間違って表記されている事実である。 ‘Lambuth, Walter Russell’, 
Encyclopedia of World Methodism Vol.2, p.1376; 『ウォルター・ラッセル・ランバス』、324頁。 
550 WRL, p.111. 
551 Ibid, p.100. 
553 Ibid, p.100. 
554 Ibid, p.101. 
555 ‘The Entrance of Methodism’, MV, June, 1920, p.168. 











9月27日に開催された第3回南メソヂスト監督教会朝鮮宣教会(the Third Annual Meeting 
of the Korea Mission of the Methodist Episcopal Church,South)の議長となって会議を主
宰することもした。そして宣教局総主事(General Secretary)として就任した後、1907年、
彼は再び東アジアを歴訪し562、朝鮮を訪ねて以前と同じように韓半島内各地を巡回し、同









朝鮮宣教が本格的に行われたと評価している。James Cannon Ⅲ, History of Southern Methodist 
Missions, p.156. 
558 南メソヂスト監督教会の朝鮮宣教を開拓することに於いて、尹致昊と関連する内容はT. H. Yun, of 
Korea and the School at Songdo, Nashville, Board of Missions of the Methodist Episcopal Church, 
South, 1907参照。 
559 C. F. Reid, the Opening of Korea, Nashville, Board of Missions of the Methodist Episcopal Church, 
South, 1899, p.7. 
560 これに関連してWRL, p.104; W. R. Lambuth’s letter to C. F. Reid, March, 4th, 1897, May, 10th, 1897, 




年にランバスが朝鮮を訪れたという事実が記録されていない。梁柱三 編, ‘램벗트監督의畧歷’, 『朝鮮南監
理敎會三十年紀念報』, 299頁参照；Minutes of the Annual Meetings of the Korea Mission, Methodist 
Episcopal Church, South, 1899, 1900 and 1901(以下MAMKMMECS 1899-1901), 1901, pp.1-5. 
562 1907年、ランバスはアジア巡回を終え、本国に戻った後、彼の旅に基づいてまとめ、翌年(1908年)Side 
Lights on the Orientという書物を出版した。この本の内容によると、彼がサンフランシスコを出発し、ハ
ワイ、日本、朝鮮、中国、マレイシア、インド、スリランカ、ネパールなどを訪問したことが分かる。W. 
R. Lambuth, Side Lights on the Orient, Nashville: Publishing House of the M. E. Church, South, 1908. 
563 Minutes of the Annual Meetings of the Korea Mission, Methodist Episcopal Church, South(以下
MAMKMMECS), 1907, pp.3-11. 
564 T. H. Yun, of Korea and the School at Songdo, p.31. 
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とになった理由があった。それは日本メソヂスト教会(Methodist Church of Japan)の合同
と関連する仕事のためであった。米国を出発したランバスは、通常の航路によりハワイを経
て東アジア国家の内、最初に日本を訪問することになった。そして、その間、日本国内でメ
ソヂスト監督教会 (Methodist Episcopal Church)、南メソヂスト監督教会 (Methodist 

















	 The Methodist Review of Missionsの編集長から始まり、宣教局で勤めることになったラ
ンバスは、協力幹事、通信幹事、そして総主事として重責を引き受けることになった。この
ような過程と任務を通じてランバスは、活動範囲をさらに拡張させる契機を得ることがで
                                                   
565 ARMEC, 1908, p.23; Ibid, 1908, p.59. 
566 当時、合同全権委員の名簿は以下のようである。南メソヂスト監督教会側：A. W. Wilson、W. R. 




569 当時、新條例編纂委員は以下のようである。本多庸一、平岩愃保、平澤均治、高木壬太郞、D. S. Spencer、
H. H. Coates、Julius Soper、W. R. Lambuth。同書、13、77-78頁。 
570 当時、日本メソヂスト教会の教理と條例は英文と日文が同時に編纂、発行された。その中、英文の教理
と條例はランバスの編集によって出版された。W. R. Lambuth ed., The Doctrines and Discipline of the 
Methodist Church of Japan 1907 with Appendix, p.3(Introduction). 



























	 ランバスが訪問した当時、1886年に組織されたブラジル年会(the Brazil Conference)と
ともに1910年に組織された南部ブラジル年会(the South Brazil Conference)の二つの年会
                                                   





(Missionary Bishop to the Orient)だと記されている。‘Social Service at Laura Haygood’, MV, July, 1921, 
p.218. 























                                                   
576 James Cannon Ⅲ, History of Southern Methodist Missions, pp.188-189. 
577 H. C. Tucker, ‘Brazil - People’s Central Institute, Rio de Janeiro’, MV, April, 1912, p.225. 
578 H. C. Tucker, ‘Notes on a Trip to Northern Brazil’, MV, February, 1912, pp.102-103. 
579 C. A. Long, ‘Brazil – Letter from Brazil’, MV, December, 1912, p.737. 
580 ‘Letters from Miss Bennett and Miss Gibson’, MV, December, 1913, p.716. 
581 Mrs. J. B. Cobb, ‘Brazil – A Land of Paganized Christianity’, MV, March, 1913, p.165. 
582 MV, November, 1911, p.16. 
583 ‘Letters from Miss Bennett and Miss Gibson’, MV, December, 1913, p.716 
584 ランバスがブラシルをめぐって米国で行なった講演及び行政的な支援に関しては‘The Leaders’ 
Conference’, MV, February, p.4; ‘Conference of Mission Boards’, MV, March, 1911, p.10; MV, July, 1911, 
p.6; ‘Brazil’, MV, July, 1911, p.25; ‘Woman’s Work’, MV, July, 1911, p.26; ‘News Notes and Personals’, 




分かる。WRL, p.120; S. A. Belcher, ‘At Work Again’, MV, December, 1913, p.743. 
586 ランバスが監督として務めた一次期間を中心にブラジル宣教と関連してthe Missionary Voiceに載った
記事は‘A Voice from Brazil’, MV, January, 1911, p.22; ‘A Just Tribute to Mrs. S. C. Trueheart’s Work’, 
MV, January, 1911, p.24; ‘The Leaders’ Conference’, MV, February, p.4; ‘Conference of Mission Boards’, 
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	 ランバスは1919年マックマリー(W. F. McMurry)の後任として東洋担当監督に任命され、
彼によって日韓中の三ヶ国を中心とした東アジア地域に多くの関心を持たないわけにはい
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	 南メソヂスト監督教会の宣教の歴史を整理したキャノンⅢは、彼の著書History of 
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<表 - Side Lights on the Orientの目次中日本に関する項目> 
 
Chapter Titles 
7章 The Land of the Rising Sun 
8章 Yokohama 
9章 Benkei The Giant 
10章 Under the Mountains to Lake Biwa 





を願っている。そして東洋人が必要とするもの(something of human need)が何であるのか
知り、ここに西洋人たちが彼らの必要を満たす為に神が下さった機会 (God-given 




ことである。その意味で、ランバスの著書であるSide Lights on the Orientの7-11章は彼の
                                                   
629 W. R. Lambuth, Side Lights on the Orient, p.7. 
630 全部25個の章(Chapter)で構成されている目次(Chapter)の中、半分以上である14個の章が日中韓三ヵ
国に関する項目である。 
631 W. R. Lambuth, Side Lights on the Orient, p.9. 











<表-ウォルター・ラッセル・ランバス資料」での日本雑記(Articles on Japan) 細部項目> 
 
Chapter Titles Recorded 
1 東京と神戸 1919 
2 二つの世界の間で unknown 
3 日本の攻略 1907 
4 日本人のもてなし 1907 
5 日本の首都での現在の出来事 1907 
6 瀬戸内海をめぐって unknown 
7 光のすじ 1907 
8 百六十五人の弟達 unknown 
9 日本 after 1916 
10 島から大陸へ unknown 
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635 『ランバス資料』、103頁参照。ちなみに、南メソヂスト監督教会の宣教機関誌であるthe Missionary 
 161 
て特に彼が、1907年に東洋を訪問した後、翌年米国で出版したSide Lights on the Orientで
は計25章のうち5章を日本に関して割当てて記述しているが、その中で最初の第7章の小題





























10マイルより小さい方である。」R. B. Eleazer, ‘A Handful of Facts about Japan’, MV, January, 1918, 
p.11. 
636 W. R. Lambuth, Side Lights on the Orient, p.9. 
637 Ibid, p.56. 
638 『ランバス資料』、39頁参照。 
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643 Year Book of the Japan Mission and Minutes of the Annual Meeting of Missionaries of the Methodist 
Episcopal Church, South(以下YBJMMECS), 1907, p.4. 
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648 伊達に関するより詳細事項はIbid, pp.57-60参照。 
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イヤーズ(H. W. Myers)は、『日本へなぜ宣教師たちを派遣しなければならないのか』(Why 















                                                   




この地に入った時、彼らは日本が高いレベルの文明された国であることを見つけた。H. W. Myers, ‘Why 
Send Missionaries to Japan’, MV, January, 1918, p.20. 






























                                                   


































                                                   
669 W. R. Lambuth, Side Lights on the Orient, pp.79-80. 
670 『ランバス資料』、84頁参照。 
671 同書、90頁参照。 






























                                                   
及している。W. R. Lambuth, ‘The Story of Malandola – An African Slave Girl Who Became a World 
Winner’, MV, March, 1917, pp.83-84.また、同年5月、南メソヂスト監督教会女性宣教師会(The Woman’s 
Missionary Council)主催で開催される講演会で、ランバスは彼の講演テーマを「アフリカの征服」























感じ取っていた。この点は、ランバスの東洋訪問記であるSide Lights on the Orientの第9
章(Benkei The Giant)を通じて確認することができる678。 
ランバスが宣教局総主事として日本を訪問した1907年、当時には源義経という歴史の人
物が多くの子どもたちに伝説的な英雄として尊敬されていた。その物語が印象的だったラ
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677 『ランバス資料』、109-110頁。 
678 W. R. Lambuth, Side Lights on the Orient, pp.69-75. 
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683 Ibid, p.83. 
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687 Ibid, p.80. 




(World Sunday School Convention)が開催された当時、この行事を本国の信徒たちに紹介したヒューズ(H. 
L. Hughes)は、文の冒頭で「200万人が居住する大きな異邦人の国である天皇の都市」だと描写した。H. 
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730  ランバスはこの学校の初期設立過程に関して、南メソヂスト監督教会の宣教機関誌であるthe 
Missionary Voiceの1920年9月号に、日本の南メソヂスト監督教会の初代伝道者の中に一人である砂本貞吉
を米国の教会に紹介しながら、広島女学院の初期設立過程について簡略に扱った。W. R. Lambuth, 
‘Pioneering the Gospel’, MV, September, 1920, p.278. 
731 ‘The Biggest Girl’s School in Methodism’, MV, Feburary, 1921, p.43；小田切快三、前掲書、47-52頁
参照。 
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に単行本で出版したが、これがまさにWinning the World for Christである。W. R. Lambuth, Winning the 
World for Christ, New York: Fleming H. Revell Company, 1915.その他にも、彼はエモリー大学(Emory 
University)などで宣教をテーマとして講演したこともある。’Mission at Emory University’, MV, Feburary, 
1916, p.53; ‘Scarritt Bible and Training School’, MV, May, 1921, p.155; ‘Missions in Emory University’, 
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勉強会は100人に増えた。W. R. Lambuth, ‘Reminiscences of Early Missionary Work in Japan’, MV, 

































                                                   















また、私的な仕事もできるとても立派な空間であった。彼は「家庭教会」(The church in thy house)と言っ
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	 心の中に働ける聖靈の結果と 果して何ぞや、即ち神によりて生れたる人 「イエス、キリストと信ずる
もの」(約翰第一書五章一節)彼 「罪を犯さず」(約翰第一書三章九節)彼 「正きを行ふ者なり」(仝二章卄




りて來る救の知覺に至らしむる 能 ず實に此の世の科學、知識、知慧 決して聖靈の働きを人心に惹起す
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代、南長老会 (the Presbyterian Church in U. S.)で発行した宣教機関誌である the 
Missionary Surveyの1915年2月号に関連記事が掲載された761。この記事は、ランバスと共
に南メソヂスト監督教会のアフリカ・コンゴ宣教を開拓したムムパワー (D. L. 
Mumpower762)が宣教過程の中、南長老派教会のコンゴ宣教部の協力に感謝し、1914年7月
号に寄稿した「What the Presbyterians Have Done for the Methodists」763をめぐって、
                                                   
759 同書、2頁参照。 
760 Mrs. W. F. Junkin, ‘What the Methodists Did for the Presbyterians’, the Missionary Survey(以下
MS), February, 1915, pp.136-137. ちなみに、この文は内容の一部がやや省略され、南メソヂスト監督教
会の宣教機関誌であるthe Missionary Voiceの1915年10月号にも掲載された。Mrs. W. F. Junkin, ‘What 
the Methodists Did for the Presbyterians’, MV, October, 1915, p.479. 
761 Mrs. W. F. Junkin, ‘What the Methodists Did for the Presbyterians’, the Missionary Survey(以下
MS), February, 1915, pp.136-137. ちなみに、この文は内容の一部がやや省略され、南メソヂスト監督教
会の宣教機関誌であるthe Missionary Voiceの1915年10月号にも掲載された。Mrs. W. F. Junkin, ‘What 
the Methodists Did for the Presbyterians’, MV, October, 1915, p.479. 
762 ムムパワー(D. L. Mumpower)はヴァンダービルト大学医学部(Vanderbilt Medical Department)出身
で、ランバスの後輩であり、ランバスの指名によって、アフリカ宣教のための最初の医療宣教師として選
ばれた。W. F. Quillian, ‘the Methodist Training School’, MV, March, 1913, p.186. 
763 D. L. Mumpower, ‘What the Presbyterians Have Done for the Methodists’, MS, July, 1914, pp.530-
532. 
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764 当時、新條例編纂委員は以下のようである。本多庸一、平岩愃保、平澤均治、高木壬太郞、D. S. Spencer、
H. H. Coates、Julius Soper、W. R. Lambuth。同書、13、77-78頁。 
765 W. R. Lambuth, ‘Introduction’, W. R. Lambuth ed., The Doctrines and Discipline of the Methodist 
Church of Japan 1907 with Appendix, Tokyo: Methodist Publishing House, 1908, p.3. 
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ソヂスト監督教会のニューオーリンズ宣教師協議会 (the New Orleans Missionary 
Conference)が開催された767。この時、ランバスは「南メソヂスト監督教会の海外宣教事業
の歴史、政策、そして見通し」(History, Policy, and Outlook of the Foreign Missionary Work 






















                                                   
766 WRL, pp.102-103. 
767 Ibid, p.110. 
768 Ibid, p.112. 
769 神田健次、「草創期のエキュメニカル運動とW・R・ランバス」、『関西学院史紀要』、第18号、2012、58-
59頁参照。 































                                                   
772 W. R. Lambuth, Winning the World for Christ, pp.239-240；『キリストに従う道』、175頁。 
773 神田健次、「草創期のエキュメニカル運動とW・R・ランバス」、前掲書、65頁参照。 
774 当時、8個の分科委員会は以下のようである。1. Carrying the Gospel to all the Non-Christian World 
2. The Church in the Mission Field 3. Education in Relation to the Christianization of National Life 4. 
Missionary Message in Relation to the Non-Christian World 5. The Preparation of Missionaries 6. The 
































                                                   
776 ランバスはエディンバラ世界宣教会議で論議された事項が以降にも継続的に行われるように組織され
た世界宣教会議継続委員会(the Continuation Committee of the World Missionary Conference)のメンバ
ーとして参加し活動した。‘Notes and Comment’, MV, July, 1911, p.8; W. R. Lambuth, ‘Second Meeting 
of the Continuation Committee’, MV, December, 1912, p.716; ‘Continuation Committee of the 



















<表 - Side Lights on the Orientの目次の中、朝鮮に関する項目 > 
 
Chapter Titles 
12 Outdoor Life in Korea 
13 The Sreets of Seoul 
14 The Tiger Hunter 
15 Country Folks 






                                                   




朝鮮(朝鮮雑記, Articles on Korea)、ハワイ及びインド(ハワイおよびインド篇, Articles on 
the Hawaiian Islands and India)など、大きく二つの部分に分けられる。その中で、朝鮮を
めぐる項目は以下のような小題目で構成されている780。 
 
<表 - ウォルター・ラッセル・ランバス資料(2)」朝鮮雑記(Articles on Korea)細部項目> 
 
Chapter Titles Recorded 
1 朝鮮年会781 1919 
2 朝鮮のジャンヌ・ダーク after 1919 
3 下関からソウルへ unknown 
4 朝鮮人の特質 unknown 
5 朝鮮情勢 after 1907 
6 朝鮮の首都 about 1907 
7 朝鮮における新生の時 about 1919 
8 朝鮮、好機到来 about 1909 
9 朝鮮における教育事業 After 1919 
10 朝鮮、過去と現在782 1894 
11 朝鮮人の克己心 unknown 








                                                   
780 『ランバス資料(2)』、3-4頁参照。 
781 この文章は、元々ランバスが南メソヂスト監督教会の宣教機関誌であるthe Missionary Voiceの 1912
年12月号に「Christianity in Korea to Stay – Interesting Glimpses of Our Work in That Land」と題し
て寄稿したものである。W. R. Lambuth, ‘Christianity in Korea to Stay – Interesting Glimpses of Our 
Work in That Land’, MV, December, 1919, pp.356-366. 
782 この文は元々ランバスが南メソヂスト監督教会宣教機関誌であるthe Methodist Reviewの 1894年11-

































                                                   

































787 ARMECS, 1908, p.59. 
788 梁柱三 編、前掲書、33頁参照; J. S. Ryang ed., Southern Methodism in Korea Thirtieth Anniversary, 




(fifth)だと言及した。梁柱三 編、前掲書、35頁参照; J. S. Ryang ed., Southern Methodism in Korea 

























多様な情報を収集し、これを基にし、Chosön, The Land of Morning Calm: Asketch of 
Korea794という訪問記を著述した。まさに、この著書が西洋に紹介され、朝鮮は“the Land 
of Morning Calm”、すなわち、「静かな朝の国」として広く呼ばれるようになった。 
                                                   
790 W. R. Lambuth, Side Lights on the Orient, p.60. 
791 W. R. Lambuth, ‘Korea: Past and Present’, MR, November-December, 1894, p.206. 
792 ランバスがthe Methodist Review(1894年11-12月号)に寄稿した「Korea: Past and Present」を書くた
め、参考した主な資料はグリフィス(W. E. Griffis)、ライン(J. J. Rein)、スティーブンス(D. W. Stevens)な
ど、大体に日本で活動した宣教師及び駐在員たちを通じ、著述された書籍であった。したがって、初期に
ランバスが朝鮮めぐって、持っていた知識と理解は西洋と日本の観点が投影された朝鮮理解が濃厚であっ
た。さらに、朝鮮と関連する各々の表記も日本式発音の英文表現が表れる。W. R. Lambuth, ‘Korea: Past 
and Present’, MR, November-December, 1894, pp.205-206, 208-209. 
793 玉聖得、前掲書、488-489頁参照。 




























「Korea: Past and Present」において記述したランバスの朝鮮理解は、グリフィスが理解
                                                   
795 玉聖得、前掲書、489頁参照。 
796 箕子という人物が、紀元前 1100 年頃に朝鮮半島で建国した国を示す。1392 年、李成桂(太祖)が建国
した朝鮮とは区別する。 
797 W. R. Lambuth, ‘Korea: Past and Present’, MR, November-December, 1894, pp.208-209. 































                                                   
802 『ランバス資料(2)』、27頁。 







805 W. R. Lambuth, Side Lights on the Orient, p.108. 






























                                                   
807 W. R. Lambuth, Side Lights on the Orient, pp.94-95. 
808 Ibid, pp.96-97. 
809 Ibid, pp.99-100. 
810 W. R. Lambuth, ‘Korea: Past and Present’, MR, November-December, 1894, p.207. 































                                                   
812 スゲスカートとは、朝鮮の女性たちが出かける度に、よく着用するスカートである。 
813 W. R. Lambuth, Side Lights on the Orient, p.98. 
814 W. R. Lambuth, ‘Korea: Past and Present’, MR, November-December, 1894, p.206. 




























                                                   
816 W. R. Lambuth, ‘Korea: Past and Present’, MR, November-December, 1894, pp.206-207. 
817 『ランバス資料(2)』、17頁参照。 
818 W. R. Lambuth, ‘Korea: Past and Present’, MR, November-December, 1894, p.207. 
819 Ibid, pp.207-208. 
820 W. R. Lambuth, ‘Korea Ripe for Evangelism’, KMF, February, 1922, p.25. 
821 W. R. Lambuth, ‘Korea: Past and Present’, MR, November-December, 1894, pp.209-210. 
822 W. R. Lambuth, ‘Korea: Past and Present’, MR, November-December, 1894, p.209. 



























た827。ランバスの表現によると、朝鮮は「アジアの患者」(the sick man of Asia) 828であっ
た。ランバスが見た過去と現在の姿は、王権周囲で権力をめぐって争ってきた無秩序そのま
まであった。中央の政権のみならず、地方の官僚社会にも不正腐敗が蔓延しており829、何よ





828 W. R. Lambuth, ‘Korea: Past and Present’, MR, November-December, 1894, p.210. 





































あることを理解した。したがって朝鮮を「東方のポーランド」(Poland of the East)と称し
た。しかし、そのような侵略は主に朝鮮の隣国である中国と日本を通じて行われた。すなわ
ち一方では、このような歴史的な状況を「碾き臼の間に置かれた一握りの穀物」(the greist 


























                                                   

























































































	 午前9時にヒューズ(H. P. Hughes)牧師が大学教会で学生たちに講演した。午後の集まりでは、いつもと
同じくランバス博士が誠実で分明に日本とその宣教師役について話してくれた。ランバス博士の次にアン
ダーウッド(H. G. Underwood)牧師が朝鮮について話した。その次は、中国の宣教地から帰ってきた宣教師
であり神学博士であるビーチ(H. P. Beach)牧師が短く話してくれた846。 

















原文は次のようになる。‘Rev. Hugh Price Hughes addressed the students in the chapel at 9 a.m. In the 
afternoon session Dr. Lambuth spoke on Japan and its missionary works with his usual earnestness 
and clearness. Rev. Underwood, Corea, followed Dr. Lambuth. Then a short talk by Rev. H. P. Beach, 
Doctor of Divinity, a returned missionary from China.’『尹致昊日記』、1891年10月23日。 
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849 もちろん、当時に彼が参考した主な書籍と資料は、W・E・グリフィス(W. E. Griffis)やJ・J・レイン(J. 
J.Rein)など、日本で活動した宣教師または駐在員たちの著書がほとんどであった。したがって1890年代、
ランバスが朝鮮について知っていた知識と理解は日本側の観点が濃厚が理解が表れる。W. R. Lambuth, 
‘Korea: Past and Present’, MR, November-December, 1894, pp.208-209. 
850 James Cannon Ⅲ, History of Southern Methodist Missions, p.156. 
851 Ibid, p.156. 
852 ‘Korea Mission’, MRM, July, 1896, p.38. 
853 W. R. Lambuth’s letter to C. F. Reid, May, 13th, 1896; 李德周、『宗橋敎會史1900-2004年』、63頁再
引用。 































                                                   
855 W. R. Lambuth’s letter to C. F. Reid, March, 4th, 1897; 同書、69頁再引用。 
856 W. R. Lambuth, Winning the World for Christ, p.94；『キリストに従う道』、70頁。 





























                                                   
858 『ランバス資料』、146頁参照。 
859 J. O. J. Taylor, ‘Bishop Lambuth at the Korea Conference’, MV, Feburary, 1920, p.42. 
860 Ibid, p.42. 
861 『ランバス資料(2)』、41頁参照。 
862 W. R. Lambuth, ‘Christianity in Korea to Stay – Interesting Glimpses of Our Work in That Land’, 
MV, December, 1919, p.365. 
863 Ibid, p.365. 
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870 ‘Korea’s Desperate Need’, MV, January, 1921, p.18. 
871 Ibid, p.18. 
872 J. O. J. Taylor, ‘Bishop Lambuth at the Korea Conference’, MV, Feburary, 1920, p.42. 
873 当時、南メソヂスト監督教会の派遣宣教師としてソウルで活動していたE. W. アンダーソンはランバ
スの年会賛成と共に各地の宣教報告書の中で出てきた希望と決断 (hope and determination)が、硬直され
ていた朝鮮年会の雰囲気を柔らかく作ってくれたと見た。E. W. Anderson, ‘Koreans Facing the Future 




























































































④ゴム教会(the Rubber Church) 
 
	 1921年、ランバスが東洋担当の監督として東アジアへ向かうに先立ち、南メソヂスト監









                                                   
880 同書、47頁参照。 
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883 W. R. Lambuth, Winning the World for Christ, p.134；『キリストに従う道』、99頁参照。 
884 李徳周・徐暎錫・金興洙、前掲書、106-110頁参照。 

























                                                   
886 李德周、『韓国土着敎会形成史研究』、前掲書、109-116頁参照。 
887 W. R. Lambuth, Winning the World for Christ, p.135；『キリストに従う道』、99頁参照。 




891 例えばJ. W. Beeson, ‘Bishop Lambuth and Dr. Reid at Meridian College’, MV, April, 1913, p.207; 
‘Anniversary Sermon’, MV, July, 1913, pp.398-400; Mrs. C. C. Bush, ‘Methodist Missionaries in the 
Congo’, MV, May, 1914, p.292; W. R. Lambuth, Winning the World for Christ, p.68, 132; ‘Seventy-First 
Annual Meeting of the Mission Board’, MV, June, 1917, p.165; W. R. Lambuth, ‘Prayer and Power’, MV, 
July, 1918, p.221; J. C. C. Newton, ‘Japan Mission Has Notable Meeting’, MV, November, 1919, p.332; 































                                                   
892 W. R. Lambuth, Winning the World for Christ, p.68. 
893 ‘Anniversary Sermon’, MV, July, 1913, p.398 
894 ‘The Awakenings of Korea’, MV, July, 1921, p.216 
895 原文はTheKoreans are an outstanding illustration of a nation wrought upon by the Holy Spirit from 
the opening of the Hermit Kingdom to missions to the day of the great revival. W. R. Lambuth, Winning 
the World for Christ, p.65；『キリストに従う道』、49頁。 
896 W. R. Lambuth, Side Lights on the Orient, p.114. 




























































                                                   
899 W. R. Lambuth, ‘Korea: Past and Present’, MR, November-December, 1894, p.204; W. R. Lambuth, 
Side Lights on the Orient, p.108参照。 
900 W. R. Lambuth, ‘Korea Ripe for Evangelism’, KMF, Feburary, 1922, p.25. 
901 Ibid, p.25. 
902 W. R. Lambuth, Side Lights on the Orient, p.103-104. 
903 宣教百年記念運動(Methodist Centenary)はメソヂスト監督教会と南メソヂスト監督教会が分裂する前
の1819年に米国メソヂスト教会で最初の宣教師を輩出して100年を記念し、行われた宣教関連行事であっ
た。南メソヂスト監督教会側では1916年宣教局年次会議(the Board of Missions at its annual session in 
1916)から百周年記念行事を推進すると決議案を採択した。この時、構成された準備及び宣伝委員会(a 
Committee of Preparation and Publicity)の委員としてランバスが参加していた。一方、メソヂスト監督
教会でも別の記念行事を推進したが、メソヂスト監督教会と南メソヂスト監督教会宣教局の連合事業に行
われ、海外の宣教地でもこれを記念する事業が行われた。‘Seventy-First Annual Meeting of the Mission 
Board’, MV, June, 1917, pp.162-163;W. W. Pinson, ‘A Hundred Years of Methodist Missions – Plans 
































                                                   
904 W. R. Lambuth, ‘Korea Ripe for Evangelism’, KMF, Feburary, 1922, p.25. 
905 『公立新報』、1908年8月26日。 



































































	 	 	 	 	 	 	 西欧文物	 キリスト教 日本 






































<表 - 西欧文物と関連したランバスの朝鮮理解> 
 
 
	 	 日本 
 伝達 伝達 
	 	 	 	 	 	 	  西欧文物 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 朝鮮 
  























                                                   

























































































































	 一方で、ニューイングランドの神学的な流れの中では、エドワーズジュニア(J. Edwards 










いった。このような動向は、再びムーディ(D. T. Moody)やトーリー(R. A. Torrey)などに代
                                                   



































                                                   
915 金洪基、『監理敎會史』、ソウル：圖書出kmc、2003、444-445頁参照。 































ト宣教会(Mission Society of the Methodist Episcopal Church)が組織されたことも、上述























(Judson Dwight Collins)とホワイト(Moses C. White)を派遣し、中国宣教の門戸を開いた








                                                   
919 W. H. Daniels, The Illustrated History of Methodist in Great Britain, America, and Australia, form 
the Day of the Wesleys to the Present Time, New York: Phillips & Hunt, 1883, p.726; J. Cannon Ⅲ, 
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920 J. M. Reid, Missions and Missionary Society of the Methodist Episcopal Church Vol.1, pp.325-326. 
921 Ibid, p.333. 
922 Ibid, pp.470-471. 






















で傳道局でもいよく日本傳道の議を決し、貳萬五千弗の豫算を作りて、ヂェ、テ、ペック監督[Bishop J. T. 
Peck]は、マクレー博士を擧げて、日本傳道の總理とした。それは實に明治5年(1872年)12月、ニューヨー
ク市に開催されたるメソヂスト監督敎會の宣敎委員の年會におての事であつた。又ニューヨーク年會
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德統論』、『美以美敎會禮書』、『美以美敎會禮文』などのメソヂスト教会の漢文教理書を多数刊行したこと
がある。Memorials of Protestant Missionaries to the Chinese: Giving a List of their Publications and 
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E. Cunningham)が合流し、引き続き1854年にJ・W・ランバス(J. W. Lambuth)とケリー(D. 










李德周、『스크랜턴-어머니와 아들의 조선 선교 이야기』(スクラントン -母親と息子の朝鮮宣教の
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著作も当時の東洋に慣れていない西洋人、特に南メソヂスト監督教会の子どもたちに自分の東洋訪問記を






























                                                   




外形上・相対的に劣る宣教的な結果を持っていたと見える。Minutes of the Japan Mission Annual 
Conference of the Methodist Episcopal Church, South(以下 MJMACMECS), 1892; Annual Report of 
the Board of Missions of the Methodist Episcopal Church, South,(以下ARMECS) 1893, p.35; J. S. Ryang 
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＜	 論文要旨	 ＞ 
 
米国の南・北メソヂスト監督教会における東アジア宣教に関する研究 






論的特色を帯びて展開されてきたのかを検討する。第二に、19 世紀末から 20 世紀初頭の
間、日韓両国のメソヂスト監督教会(Methodist Episcopal Church)と南メソヂスト監督教会






ス(M. C. Harris)と W・R・ランバス(W. R. Lambuth)に焦点を絞って検討する。本研究で
は、まずハリスとランバスという二人の宣教師の比較を通して、上記のような問題設定と研
究テーマを解明する研究方法をとる。 



































リスト教宣教師として第 3 者の立場を十分に活用した。 


































したという事実である。第二に、19 世紀から 20 世紀にかけて、東アジアの日韓両国のメソ
ヂスト教会は相互緊密な関わりを結び、宣教活動を果たしていったという事実である。代表
的な例が日韓の宣教監督として職を担っていたメソヂスト監督教会のハリスと東洋担当の
監督として日中韓を統括していた南メソヂスト監督教会のランバスであった。そのように、
かつて日本と朝鮮のメソジスト教会は、相互協力と牽制の関係の中で発展していったこと
が理解できる。したがって、これから日韓両国の教会の関わりにおいて、今日各々その歴史
を継承している日本基督教団と基督教大韓監理会がより交流を深め合い、協力する理由を
確認することができる。第三に、宣教において、宣教師を派遣する派遣教会と派遣される宣
教師、そして派遣される宣教師が活動する宣教地は、各要素すべてが必要不可欠の関係だと
いう事実を確認することができた。それ故、三つの要素(宣教師、宣教地、派遣教会)が総合
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的に考慮される時、その宣教の実状や宣教理念をより良く理解し、また批判的に検証するこ
とができる。その評価と反省は、より適切で、建設的な宣教の働きの構築に向けて意味のあ
る役割を担うことができるであろう。 
 
 
 
 
 
 
 
 
